
社会的背景：アルツ八イマー病（AD）と病因物質・アミ口イ附 （AP)

?Ji捌附竺明白~J
患者数約200万人、増加続く

65歳以上高齢者の15%が曜患

現状では治療困難であることから正確な診断と食事等生活習慣による
早期予防が極めて重要 老人斑
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A D患者脳の病理

健康な脳 アルツハイマー病

予防可能

認知機能
構成成分：アミ口イド13(Al3) 食品や抗体 ：

神経原線維変化

：タウ蓄積
・神経細胞が死滅し脳が委縮する

・記憶障害や認知障害が進行し徐々に生活
機能が失われる

・神経原線維変化が認められる
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無症状

(40～50代）
軽度認知障室
(10～20年高） アルツハイマー病 構成成分：タウタンパク質

本研究の背景：AJ3のオリゴマー仮説
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APの毒性2量体モデルの子フt-%-=Eビリティー質量分析法によるオリコマーの解析
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D：イオンモビリティー質量分析計の模式図， E:2量体モデル（3）の質量スペクトル

Irie, Y. et al., ACS Chem. Neurosci., 8, 807-816 (2017) 

B:2量体モデルの構造，仁：2量体モデルの神経細胞毒性，A：リンカーの構造，

抗毒性オリコマー抗体（2483）によるアルツハイマー病の診断

｜新しく提案する診断法｜｜従来の診断法｜
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←液相：
HRP標識2483抗体

←一固相：
抗N末端抗体（82E1)

毒性AJ3 
＼ 

市販のサンド、イッチ ELISAによる

ヒ卜脳脊髄液の分析：全A日42の量
82Elと24B3を用いたサンド、イッチ ELISAの原理．

Muralくami,K. et al., Sci. Rep., 6, 29038 (2016) 

抗毒性オリコマー抗体（2483）を用いたアルツハイマー病の治療
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24B3とA戸のN末抗体（82El）とのサンドイツチ ELISA

によるヒ卜脳脊髄液の分析：

全A巳42l乙対する ABの毒性コンホマーの比

老人班の蓄積
認知機能障害

材料を集めて積み重ねるだけ何回もしない
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Score 3 Score 2 
Immunization 

lgG：ヒ卜免疫グ口ブリン G

82E1 : A{3のN末端配列特異抗体
栄養p< 0.01，券p< 0.05 

実験群（10 mg/kg/week，腹腔内投与）

①野生型マウス（n= 9) 

② ADモデルマウス＋ lgG (n = 8) 

③ ADモデルマウス＋ 82E1 (n = 7) 

④ ADモデルマウス＋ 24B3 (n = 9) 

巣作りを完成できる

置l

材料を集めて噛んで

巣作りを試みるlzuo, N. eta/., Sci. Rep., 7, 11811 (2017) 


